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露呈した組織因子 () が､ 血液中の凝固第因子




































性化され､ それ以後､ 順次､ 第因子に続いて第因
子が活性化され､ 最終的に生成されたトロンビンによ
り､ 可溶性のフィブリノゲンから不溶性のフィブリン

















































































連因子 (ビタミン依存性蛋白質) の１つである｡ 通
常､ トロンビンは傷害部位の血栓形成に関わるが､ 傷
害部位以外では血管内皮細胞上の高親和性受容体のト








ロテイン$ ($) は､ 凝固促進因子の第 	因子と第










































































































































































宏治編”, 中外医学社, 1994, 103109.
２. 鈴木宏治血液凝固制御系の異常“図説 分子病
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